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〜５月 1 日から７月３１日は会員募集強化月間です〜
　伊勢原市社会福祉協議会（市社協）では、行政サービスなどでは対応できない地域の生活課題の解決に向けて、
住民の皆さま、関係団体の協力の下、さまざまな取り組みを行っています。（2面で紹介しています。）
　事業の継続には、財源となる会費（会員募集）がかかせません。皆さまからご協力いただいた会費が、共に支え
合うまちづくりにつながります。今年度もご協力をお願いします。

社協会費で支え合うまちづくり

どうやって会員になるの？

　自治会役員や民生委員児童委員の方々にご協力いただき、募
集活動を行っています。
　戸別訪問等でお願いをしているほか、市社協の窓口でもお受
けしています。
平成 30年度会員募集実績

種別 会員数 口数 計
正会員 19,349 19,540 口 5,862,000 円
賛助会員 1,997 2,329 口 2,329,000 円
特別賛助会員 276 336 口 1,680,000 円
合　計 21,622 22,205 口 9,871,000 円

会費はいくら？

※会費は何口でもご加入いただけます。
※�賛助会費、特別賛助会費は、所得税法上の寄付金控
除あるいは税額控除の対象となります。また、法人
については、法人税法上の損金算入ができます。

会費はどのように使われているの？
紙おむつ支給事業

　社協会費は、在宅の高齢者等を支援するための「紙お
むつ支給事業」、ひとり暮らし高齢者を対象とした「桜ま
つり」、福祉教育を目的とした「車椅子体験や夏期保育体
験」、災害時を想定した「災害ボランティア支援センター
設置運営訓練」、健全な遊び場を提供するための「児童遊
園遊具等の修繕」、その他「福祉団体の活動支援」などに
活用されています。

　手と手の会は発足して９年目を迎えま
した。毎月第３火曜日に20名ほどのアド
バイザー、ボランティア、介護者の皆さ
んが集まり、お互いの悩みを共感し合っ
たり、介護の情報交換等を行っています。

　年々早くなる桜の開花に、見
頃を心配しましたが、今年は天
気にも恵まれ、きれいな桜を見
ることができました。毎年楽し
みにしているので、来年も元気
に参加したいと思っております。

（桜まつり参加者）

　毎月、ご自宅にお届けして
いますが、みなさん「ありが
たい」「助かるよ」「待ってた
よ」と迎えてくれます。紙お
むつの配布は見守り活動と
して、訪問するきっかけにも
なっているので、これからも
紙おむつ支給事業に協力をし
ていきたいです。
（伊勢原南地区　民生委員）

　民生委員児童委員協議会のご協力
の下、在宅生活を支援するために毎
月ご自宅にお届けしています。

正会員
（個人対象）

1 口　300 円

賛助会員
（個人・福祉施設対象）

1 口　1,000 円

特別賛助会員
（個人・法人対象）

1 口　5,000 円

小学校車椅子体験の様子

災害ボランティア支援センター設置運営訓練の様子

伊勢原市介護者・家族の会　手と手の会

桜まつりの様子
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障害者支援施設  みどり園／清川ホーム
認可保育所  伊勢原ふたば保育園／本厚木ふたば保育園
就労継続支援Ｂ型事業所  つくし／アトリエ ヴェルデ
相談支援事業所  つくし相談室／グループホーム  げんき家

緑友会

社会福祉法人  緑 友 会
地域への貢献地域への貢献能力発揮と安定能力発揮と安定お客様第一主義お客様第一主義

広告

伊勢原市手をつなぐ育成会

社会福祉法人  

伊勢原市手をつなぐ育成会
広告

知的にハンディをもった人たちとその家族や支援者の会です。
障害のある人が地域社会の中で心豊かに生き
生きとした毎日をおくれるように、さまざま
な面からくらしを支える活動をしています。

多機能型事業所 地域作業所ドリーム
特定指定相談支援事業所 ドリーム
生活介護事業所 あとり
日中一時支援事業所 ゆめ
地域福祉活動事業

伊勢原市板戸559-1
TEL:0463-92-6125

法人本部

社会福祉法人  大六福祉会
広告

「尊厳・自立・愛」を基本理念とし、ともに助け合い
ともに生きる心を大切にしております。
伊勢原ホーム　特別養護老人ホーム（従来型31床･ユニット型53床）
だいろく介護支援センター
　短期入所16床、通所介護35床、認知症対応型通所介護12床　居宅介護支援
　伊勢原市子易1254-4　TEL:0463-93-5521

伊勢原中部地域包括支援センター
だいろくコミュニティ広場来るりん
だいろく来るりん　通所型サービス
　伊勢原市伊勢原1-3-10 アサヒビル1階　TEL:0463-92-4091

広告

相談する

その他

寄付する

利用する

　社会福祉協議会は、昭和 26年（1951 年）に制定された社会福祉事業法（現在の「社会福祉法」）に基づき設置された民間組織です。
　全国、各都道府県、各市区町村に設置されており、地域に暮らす皆さまのほか、民生委員児童委員、社会福祉施設・社会福祉法人等の社
会福祉関係者、保健・医療・教育など関係機関の参加・協力の下、地域の人びとが住み慣れたまちで安心して生活することのできる「福祉
のまちづくり」の実現を目指したさまざまな活動を行っています。
　たとえば、各種の福祉サービスや相談活動、ボランティアや市民活動の支援、共同募金運動への協力など、全国的な取り組みから地域の
特性に応じた活動まで、さまざまな場面で地域の福祉増進に取り組んでいます。
伊勢原市社会福祉協議会（市社協）が、市民の皆さまのより身近な存在となれるよう、市社協が行っている事業についてご紹介します。

社協ってどんなところ？

●ボランティアのこと
●地域で行う活動のこと
　　�地域で行う見守り活動やサ

ロン活動などの立ち上げや
運営についてなどのご相談

●成年後見・権利擁護のこと
●�生活福祉資金、援護資金の貸
し付けに関すること
●高齢者の保健・福祉のこと

●地域福祉活動計画の策定
●人材育成
●団体助成
●援護金品・激励金の支給

●共同募金
　▪�共同募金会の支会として、

赤い羽根募金や年末たすけ
あい募金を実施していま
す。

　▪�寄付付き自動販売機の設置
を進めています。新規設置、
交換等のご相談をお受けし
ます。

　▪�災害義援金の受け入れ窓口
となっています。

●善意銀行
　▪�皆さまの「寄付したい」「何

かの役に立てて欲しい」と
いうお気持ちから、金品を
お預かりし、市内の必要と
する団体に配分をしていま
す。

　▪��特定非常災害が発生した場
合は、寄付金を活用し、被
災地でボランティア活動を
行った方に対して助成金を
交付します。

●書き損じハガキ等の回収
　　�書き損じハガキ、未使用切

手を回収し、換金した後、
地域活動の支援等に活用し
ています。回収箱はシティ
プラザロビー、各公民館に
設置されています。

●老人福祉センター阿夫利荘
　▪�高齢者の健康増進や教養の

向上、またレクリエーショ
ンなどの機会を総合的に提
供することを目的に設置さ
れた老人福祉施設です。

　▪�市内在住の 60 歳以上の人
を対象に、カラオケ、陶芸、
書道、レクダンス、民謡、
フラダンス、絵手紙、詩吟、
茶道を月 1回行う、趣味の
教室を開催しています。

●やまどり号
　　�日常的に車椅子を使用して

いる方が利用できる、リフ
ト付き福祉車両を運行して
います。通院などの送迎に
ご利用できます。

●車椅子の貸出
　　�臨時的、短期的に車椅子が

必要な方に無料
で車椅子の貸し
出しを行ってい
ます。

●紙おむつの支給
　　�準寝たきり、認知症、障が

い者等で紙おむつ等が必要
な方に、民生委員を通じて
月 1回支給しています。

●ヘルパー等の派遣

ボランティアセンター
▪ボランティアをしたい人、ボランティアに協力して欲しい人のご相談
▪ボランティア保険に関する業務
▪福祉体験、ボランティア講座等の開催
▪災害ボランティア支援センター設置運営訓練の実施

成年後見・権利擁護推進センター
　成年後見制度は、認知症の人や障がい者などが不利益を被らないよう、
家庭裁判所によって選ばれた成年後見人が、本人に代わって財産管理や
契約などの法律行為を行う制度です。
　伊勢原市成年後見・権利擁護推進センターでは専門の職員が、制度や
利用手続きに関する相談支援を行っています。必要に応じて、弁護士、
行政書士、税理士による専門相談におつなぎします。
　また、成年後見制度の普及啓発や市民後見人の育成や活動支援等も
行っています。

伊勢原あんしんセンター
　障がい、高齢等で、福祉サービスの利用や預貯金の出し入れ、書類の
管理などに不安がある方に対し、専門員が相談に乗り、生活支援員が訪
問をして支援を行います。

伊勢原南部地域包括支援センター
　伊勢原南地区の高齢者やそのご家族、地域住民から保健、福祉に関す
るさまざまな相談をお受けします。
　保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員などの専門職がおり、訪問
相談にも応じ、どのような支援が必要かを把握しながら適切なサービス
につなぎます。
※�伊勢原南地区以外の方はお住まい地域の包括支援センターにご相談く
ださい。

やすらぎサービス
　障がいや高齢、疾病、産前産後などで、日常生活でお困りの方の負担
を軽減するため、市民の参加と協力により低料金で家事援助や介助サー
ビスを提供します。

いせはら訪問介護事業所
▪介護保険対象者へホームヘルパーの派遣を行います。
▪�身体障がい者・知的障がい者・障がい児・精神障がい者・難病患者へ
のホームヘルパー派遣及び同行援護（視覚障がい者へのガイドヘル
パー派遣）を行います。
▪�知的障がい者・障がい児・精神障がい者の外出支援としてガイドヘル
パーの派遣を行います。
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　伊勢原市社会福祉協議会は、住民が地域づくりの主体となり、地域福祉を推進していくための行動計画として、平成 30年度から平成 34年度まで
を計画期間とする「第４次伊勢原市地域福祉活動計画」を策定しています。
　制度や福祉サービスの充実だけでなく、身近な地域住民による見守りや助け合い活動、福祉ニーズの発見、把握、災害時の対応などの住民主体の
活動をこれまで以上に推進するために、引き続き、自治会、民生委員児童委員協議会、ボランティア・NPO団体、社会福祉法人、福祉施設等、地
域の各種団体等と協働し、助け合いながら、共に支え合う地域社会づくりを推進します。

広告

伊勢原市下落合29-1

広告手話を知らない方でも
一瞬で意思疎通！

携帯できるポケットサイズの
コミュニケーションカード2秒で

A3表
裏

カサハラ印刷株式会社
〒259-1147  神奈川県伊勢原市白根475-1
Tel. 0463-91-0011  Fax. 0463-94-5440
E-mail : info@kspr.co.jp

広告

平成31(2019)年度予算の概要

第４次地域福祉活動計画基本理念

共に支え合い、一人ひとりを大切にするまちづくり

重点事業 一般会計予算総括表

1 福祉人材の育成
　介護職員初任者研修を開催し、福祉サービスを担う人材の育成を行います。
　受講料の軽減措置及び受講対象者の拡充を行います。

3 支え合い見守り活動の推進
①南部地域包括支援センター事業
　生活支援体制整備事業の一環として、第２層生活支援コーディネータ－を
配置し、地域の支え合いを推進します。
②小地域活動推進事業
　地域住民により実施されているサロン活動の支援を行います。
　また、高齢者、障がい者、児童を地域で見守る活動を推進するために、自
治会単位や小学校区等での新たな活動の立ち上げを目指します。

2 成年後見・権利擁護推進の利用促進
　認知症高齢者や障がい者などの権利擁護を推進するため、家庭裁判所、弁
護士等との連携により、成年後見制度等の相談及び普及・啓発等を行います。
　市長申立支援としての申立書類（原案）作成について、対象者を拡充します。
　また、市民後見人の養成（第２期）を行うとともに、既に、成年後見人と
して活動している市民後見人の活動支援を行います。

4 組織の基盤強化及び自主財源の確保
　６月に役員改選を迎えます。新たな役員体制の下、関係機関、関係団体、
地域住民と協働し、地域福祉の普及・啓発に努めます。
　また、自主財源の確保に向けて、引き続き役職員一丸となって取り組みます。

一般会計予算	�  （単位：千円）
平成 31年度
予算額

平成 30年度
予算額 比較増減 前年比

267,048 264,812 2,236 0.8%

法人全体収入内訳	�  （単位：千円）

勘定科目（収入） 31年度 30年度

　会費収入 10,000 10,000

　寄付金収入 1,325 1,325

　経常経費補助金収入
　（市補助金､ 共同募金配分金等）

74,532 71,229

　受託金収入 81,921 73,993

　貸付事業収入 1,355 1,355

　事業収入 6,695 6,724

　介護保険事業収入 30,441 30,207

　障害福祉サービス等事業収入 24,086 23,418

　受取利息配当金収入 48 45

　その他の収入 1,071 1,112

　その他の活動による収入 1,401 0

　積立預金取崩収入 0 5,261

　前期末支払資金残高 34,173 40,143

　　合　計 267,048 264,812

法人全体・拠点区分・サービス区分支出内訳（予備費及び拠点区分・サービス区分間の資金移動を除いた経費を記載）
会計名 拠点区分 サービス区分 平成31年度予算 平成30年度予算 事業の概要

法
人
全
体

一般事業

法人管理事業 66,493 70,267 法人運営､ 事務所維持管理､ 役職員給与等

地域福祉推進事業 17,155 16,298
団体助成､ 遊具等修繕､ ボランティア講座､ ボランティアセンター運営､ 交通遺児激励､ ひとり親家
庭援護､ 罹災者世帯援護､ 紙おむつ支給､ 桜まつり開催､ 法人後見、成年後見利用支援､ やすらぎサー
ビス､ 緊急援護資金

伊勢原市受託事業 83,528 75,467 やまどり号運行､ ふれあいミニデイ､ 成年後見・権利擁護推進センター､ 地域包括支援センター､ 老人
福祉センター管理 ･運営､ 趣味の教室､ 養育支援家事援助ヘルパー派遣､ ひとり親家庭ヘルパー派遣

神奈川県社協受託事業 6,252 6,210 生活福祉資金貸付､ あんしんセンター運営

寄付金受配事業 2,024 2,015 善意銀行､ 社会福祉基金

共同募金
配分事業

赤い羽根募金
配分事業 5,560 4,439 認知症サポートヘルパー､ 障がい児 ･者ふれあい交流､ 広報等発行､ 地域福祉活動計画策定 ･推進

年末たすけあい
配分事業 10,763 7,520 小地域活動推進､ 年末たすけあい援護､ 福祉人材育成等

介護報酬
等事業

訪問介護事業 23,456 24,317 介護保険訪問介護

障害者総合支援事業 27,011 25,080 障がい者訪問介護､ 同行援護及び移動支援
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お知らせ

成年後見・権利擁護推進センター
記念講演会＆市民後見人養成講座説明会のご案内
①日時：令和元年 6月 25日（火）
　　第 1部　講演会　午後 1時 30分から午後 3時 30分まで
　　　　テーマ「成年後見制度と市民後見人への期待」
　　　　講師　内嶋順一弁護士・市民後見人
　　　　内容　�成年後見制度の概要、後見人の役割と責任、市民後見人へ

の期待等
　　第 2部　市民後見人養成講座説明会（第１回）
　　　　　　午後 3時 40分から午後 4時まで
②場所：伊勢原シティプラザ　1階　ふれあいホール
③対象：市内在住の人　100 人（申込順）

市民後見人養成講座説明会（第２回）
（上記、市民後見人養成講座説明会（第１回）と同じ内容です）
①日時：令和元年6月29日（土）午前10時 30分から午前10時 50分まで
②場所：伊勢原シティプラザ　社協会議室
③対象：市内在住の人　20人（申込順）
申込方法：市社協に電話またはFAX

第 2期市民後見人養成講座をスタートします！
　市民後見人は、同じ市民の立場で、きめ細かな支援を行う新たな成年後
見の担い手として期待されており、市内では、2人の市民後見人が活躍し
ています。地域で寄り添い、ともに歩む市民後見人を養成するため、第 2
期市民後見人養成講座（基礎研修）を開講します。

日程 時間 内容等

① 8月 29日（木） 9：45〜 16：00 地域福祉・権利擁護の理念、
成年後見制度総論・各論等

② 9月 12日（木） 10：00〜 16：40 障害のある人の理解等

③ 9月 26日（木） 10：00〜 16：00 民法（家族法・財産法）、市民後見概論等
④ 10月 10日（木）10：00〜 15：50 事例検討、修了試験等
※�市民後見人養成講座の申し込みを希望される方は、市民後見人養成講座
説明会の出席が必要となります。
問い合わせ：市社協内　成年後見・権利擁護推進センター

おもちゃ病院いせはら
　おもちゃ病院は、壊れた「おもちゃの治療」をする病院です。
修理費用は無料です。ただし、部品交換等は実費がかかります。
おもちゃによっては修理できない場合もあります。
　時間：午前 10時から午後２時まで
●おもちゃ病院いせはら	 会場：伊勢原シティプラザ社協会議室
	 日程：毎月第 2日曜日
●東成瀬おもちゃ病院	 会場 : 成瀬コミュニティセンター
	 日程：毎月第 4土曜日
●南公民館おもちゃ病院	 会場 : 南公民館
	 日程：毎月第 4日曜日
　問い合せ：市社協

東成瀬子育てサロン
　安心できる環境でお子さんを遊ばせながら、お友達づくりや子育て中の
気分転換をしませんか？赤ちゃんの外出デビューにもご利用ください。
①対象：幼稚園・保育園に通う前のお子さんとその保護者
②�日時：�毎月第 3木曜日（8月はお休み）午前 10 時から午前 11 時 30 分

まで
③場所：成瀬コミュニティーセンター　2階和室
④内容：おもちゃ遊び、季節の工作、手遊び、絵本の読み聞かせ等
⑤その他：費用、申し込み不要です

予告：介護職員初任者研修のお知らせ
　市社協では、令和元年度介護職員初任者研修を開催する予定です。介護
に興味のある方は、この機会に受講してみてはいかがですか。

　詳細については、決まり次第、ホームページ、社協だより、市広報等で
お知らせします。

①対象：満 18歳以上で市内在住の方
　　�　　�研修修了後、訪問介護事業所、介護施

設等への就労を希望し、心身ともに健
康で研修の全日程を受講することがで
きる方

②定員：18名
③日程：�令和元年 10 月下旬〜 12 月（全 21 日

間を予定）
④場所：伊勢原シティプラザほか
⑤受講料：7,000 円（予定）
⑥問い合せ：市社協

予告：夏期保育体験のお知らせ
　夏休みを利用して、市内の保育施設で 3日間の保育体験を実施します。
詳細は、5月下旬頃のホームページ、市広報等でお知らせします。
①対象：市内在住・在学の中学生、高校生
②日程：�令和元年７月下旬〜8月の毎週火・

水・木　全 5期（予定）
③場所：市内保育園および保育所
④参加費：�検便代、ボランティア保険代、

昼食代
⑤申し込み：6月頃

点訳基礎講座
点字の読み方・書き方と訳し方の基礎を学びます。
①日時：令和元年 5月 8日から 7月 10日までの毎週水曜日　
　　　　全 10回　午前 10時から正午まで
②場所：伊勢原シティプラザほか
③対象：市内在住の方　20人（申込順）
④申し込み：市社協に電話またはFAX
⑤主催：伊勢原市点訳赤十字奉仕団

善意銀行
〜あなたの気持ちを善意銀行に〜

平成 31年 1月 11 日から 3月 31 日までに、善意銀行に寄せられました寄
託金品について、次のとおりご報告します。

※順不同・敬称略（　）内は回数

寄託金 ▶青柳貞德　▶国際ソロプチミスト伊勢原
▶成瀬地区民生委員児童委員協議会
▶大田地区民生委員児童委員協議会
▶神奈川県宅地建物取引業協会湘南中支部
▶西湘地域労働者福祉協議会
▶日本発条労働組合厚木支部　▶日本発条伊勢原工場
▶伊勢原ひかり幼稚園園児一同　▶匿名

寄託品 ▶小旛康弘（2）　▶たくみ　▶匿名（3）
内訳 : お菓子・玄米（30㎏）・タオル・文房具等・車椅子

平成 30年度累計　　寄託金　31件　646,488 円　　寄託品　26件

申込方法／�履歴書、運転免許証（写）を持参または
郵送してください。面談日を調整します。

資　　格／�①②エクセル・ワード入力が可能な人
　　　　　①軽自動車（オートマ）の運転ができる人
勤務時間／午前８時 30分〜午後５時 15分（休憩時間 60分）
勤務日／①月曜日〜金曜日（国民の祝日・年末年始を除く）
　　　　②月曜日〜金曜日（国民の祝日・年末年始を除く）のうち４日
給与等／時間給 983 円　通勤手当（上限あり）・社会保険加入
詳細は、ホームページの募集要項をご確認ください。

臨時職員募集のご案内急募 採用人数　２人　（受付期間：採用決定まで）

①�あんしんセンター
生活支援員

　専門員の指示、助言の下、認知
症高齢者や障がい者の自宅等を訪
問して相談、生活費等のお届けな
どを行います。

②�貸付相談補助事務および
一般事務補助

　低所得者向けの貸付事業の相談補
助業務および電話、窓口対応等を行
います。


